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アイヌにおける人と動物の婚姻語に関する比較考察
ーアイヌ、和人、エスキモー-
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はじめに
異類婚は世界各地の民話に見出される重要なモティーフのひとつである。
日本の場合も、「鶴女房J、「狐女房J、「蛇婿入りJなど多くの異類婚姻諌
が存在し、主要なモティーフとなっている。これらの日本の異類婚姻諌を他
国のものと比較してみることは、その背後にある自然観、動物観の差異を考
察するための有効な手段となる。このような観点から日本と他国の具類婚
姻謂の比較研究が、中村禎理の『日本人の動物観 ~( 1984 ) 小津俊夫の
「昔話のコスモロジー~(1994) 等によって進められている。特に小津の研究
では、日本とヨーロッパだけではなく、様々な民族との問で人と動物の婚姻
諌の比較が行なわれ、いくつかの興味ぶかい日本の異類婚姻諦の特徴が
指摘されている。しかし、小津が日本の異類婚姻諦として扱っているのは、
いわゆる和人の伝承によるものに限られ、アイヌ民族の伝承による異類婚姻
諦は比較の対象にはなっていない。そこで、本論では、小津によって指摘さ
れている和人の民話における人と動物の婚姻詩の特徴を踏まえたうえで、
小津が扱っていないアイヌ民族の異類婚姻需の考察を試みる。
アイヌと和人は地理的にも、歴史的にも他の民族以上に関係が深い。し
かし、アイヌは、農耕民の和人とは異なり狩猟民である。このことは必然的に
その動物観に違いがあることを予想させる。小津の分析からも明らかにされ
ているように、一般に狩猟民を含む自然民族の人と動物の婚姻認は、本
質的に人間は動物の一種であり、人間と動物は同類であるとしづ観念を背
景としている。このため、エスキモーのような狩猟民の具類婚姻諦では、ヨー
ロッパの場合とは異なり、変身は魔法の介在なしに自然のこととして起こり、
人と動物の婚姻も異類婚というより、あたかも同類婚のように起こる。 l ヨー
ロッパの場合は、「カエノレの王子Jにおけるように、実は「人間でありながら魔
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法によって動物の姿を強いられていた者が、愛情によって魔法が解かれ、も
との人間にもどってから人間と結婚するのである。 2 エスキモーの場合とは
本質的に異なっている。従って狩猟民であるアイヌの具類婚姻諦も、エスキ
モーと共通する「同類としての動物Jとし、う観念を反映していることが推測さ
れる。そして、この点が和人の場合と異なると考えられる。ところが、この狩猟
民に特徴的な動物観が、実は日本の和人の動物観に含まれていることを、
小津が指摘している。例えば、 f鶴女房Jでも、「蛙女房Jでも、動物は魔法
の介在なしに人間に変身し、従って動物そのもの(人間の姿で現れるとして
も最後に動物に戻る)と人間の婚姻が成立している。また、「猿婿入りJでは、
動物が動物の姿のまま人間と婚姻関係を結ぶ。この点には、エスキモーの
「同類としての動物観Jに近い動物観が認められるとし、う。 3
しかし、エスキモーの異類婚姻謂と和人の異類婚姻諸には相違点も無
論存在する。和人の場合には、エスキモーには見られない異類の配偶者に
対する強い拒否反応がある。それは例えば「猿婿入りJや「蛙女房 Jに表れ
ている。また、「鶴女房Jや「狐女房Jでは、人間側に異類の配偶者に対す
る拒否反応はないが、配偶者が具類であると知れた時点で、自ら去ってし
まう。4 これもエスキモーの場合には見られない。
では、アイヌの異類婚姻諌と和人の異類婚姻謂の違いはどのようなもの
なのか。どこまで、「同類としての動物 jとし、う観念を共有しているのであろう
か。アイヌの場合にも、和人の民話にエスキモーなどの自然民族と共通して
認められた「同類としての動物Jとし、う観念が、やはり認められるのか。また、
エスキモーの民話と異なる和人の民話の特徴がアイヌの場合にはどうなのか。
こうした問題を考察する。和人とアイヌの異類婚姻語の比較が本論の主眼
ではあるが、小津が自然民族として挙げている民族のなかで、特にエスキモ
ーに関して必要に応じてふれていくことになる。自然民族はエスキモーだけ
ではないが、アイヌと問機狩猟民であるとし、う点で特にエスキモーに限定する。
アイヌ民族の口承文芸は、韻文による神路、英雄叙事詩と散文説話か
ら成り立っている。このうち人と動物の婚姻が多く語られるのは散文説話で
あるので、本稿では資料として主に散文説話を用いる。また、地域としては
北海道に限定し、様太アイヌの資料は今回使用しない。
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1 .エスキモーの「同類Jとしての動物観
小津の指摘にあるように、エスキモーの異類婚姻詩には、「本質的に人と
動物は同類であるJとし、う動物観に近い観念があり、ヨーロッパの民話にお
けるような魔法の介在なしに、動物の変身および動物との婚姻が成り立って
いる。和人とアイヌの具類婚姻諦の動物観を考察する前に、まず、エスキモ
ーの異類婚姻諌に認められる、この「同類としての動物 jとしづ動物観を、小
津の論を具体的に紹介しながら確認する。
小津はエスキモーの異類婚姻謂として、「かにと結婚した女」、「人間の妻
になった鴨 J、「人間の妻になったきつねJを取り上げている。これらのなかで、
「かにと結婚した女 jは、蟹がそのままの姿で人間と結婚し幸せに暮らすとい
う話である。この蟹は神的な存在が化身したものというわけでもなく、神的な
力で蟹にされた人間というわけでもなく、ただの野生の蟹にすぎないようであ
る。興味深い話なので全文挙げる。
「かにと結婚した女J5 
美しい娘をもった猟師がいた。若者たちが求婚してきたが、娘はす
べて断ってしまった。ある夜、その娘の寝ている毛皮の帳のかげから
奇妙な笑い声が聞こえ、両親は驚く。「両親は、娘が大きなかにと結
婚していることを初めて知った。しかし、かには恥ずかしがって人前に
出ないで、いつも帳のかげに隠れていたんやがて冬になり、獲物が取
れなくなると父親は、「娘がたくさんのりっぱな若者の中から婿を選ん
でさえいたら、たいそうすぐれた猟師が家にいたはずなのに、こんなに
役立たずの婿をもって、なんとも恥ずかしいJと言う。ところがある吹 雪
の日に、外で威勢のいい祝い歌が起き、三頭の大きなフィヨノレドあざ
らしが家の入口から投げ込まれた。「人間の姿をして猟に出かけ、い
ま獲物を持ち帰ったのはかにだ、った。古老の話では、生き物はみな人
聞の姿と形になることができるJ。そのとき以来、「かには妻と妻の親の
ために獲物をとった。そして一家は何不自由なく暮らしたい
やがて妻がみごもり、双子の男の子を生んだ。双子が大きくなって
跳びはねまわるようになっても、父親は子どもたちのところへ来ない。し
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かしある晩、妻があざらしの皮の帳を張りめぐらし、そのなかから楽しげ
な語らいと笑い声が聞こえてきた。姑は好奇心にかられ、「婿を一度
も見ることができないなんて、ほんとにいやなこったJと言って、毛皮の
帳の穴から娘の寝床をのぞきこんだ。するとその婿は、 「大きな大きな
眼が頭からダラリと垂れ下がった、しわだらけの小男だ、った。姑はそれ
を見てびっくりぎようてんし、あお向けにぶったおれて死んでしまったん
姑が死んだのはかにのせいになったが、「それからのちは、若い妻と寝
ているかにを、毛皮の穴からのぞき見しようなどとしづ料簡をおこすもの
はひとりもなかった。そしてかには妻子ともども、幸せに暮らし、家じゅう
のもののためにたくさんの獲物をとったJ。
この野生の蟹を、結婚相手である人間の娘は、蟹の姿のまま抵抗なく夫
として受け入れる。そして娘は蟹の夫と楽しく暮らしていると語られていること
から、娘は蟹を夫としていることに満足していることが分かる。 6 娘の両親も
いつの間にか娘が蟹と結婚していることを知っても、特に驚くことも、怒るとと
のない。ただ、父親は婿が立派な猟師でないことには不平を言う。しかし、蟹
が人間の姿になって狩りに出かけるようになると、もう何も問題はなくなる。小
j撃の言葉でいえば、この話において、「動物か人聞かの区別が問題なので
はなくて、婿としての役割を果たすかどうか、が問題なのであるJ70 そして、さ
らに興味味深いことに、蟹が人間の姿になる場面で、どのようにして変身す
るのかは語られない。「変身場面は語られず、いつのまにか変身してしまって
いるfのである。
配偶者が動物なのか人間なのかは問題にならず、たとえ変身したとしても
変身場面が語られないという点は、他の二つの話でも同じである。例として、
「人間の妻になったきつねjを見てみよう。短い話であり、小湾は全文引用し
ているので、ここでも全文掲げる。
「人間の妻になったきつねJ9 
昔、ひとりのエスキモーが、絵のように美しい女の姿をした雌ぎつねと
結婚していた。その隣に、もうひとりの男が妻といっしょに住んでいて、
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ふたつの家族は、妻を交換するというきずなで、堅く結ばれていた。あ
るときふたりは、夜になって再び妻を取り替えたくなり、隣の男がきつ
ねの妻のうちへ行った。しかし、家に足を踏み入れるやいなや、すぐさ
ま言った「なんていやらしいきつねのにおいがするんだ !J。妻はたいそ
う腹を立て、あっというまに外へ飛び出すと、自分の一族のところへ逃
げていった。つぎの目、夫が足跡をたどって、人間たちのとまったく同
じような雪小屋の建っている、きつねの集落へやってきた。きつねの妻
は、夫がやってくるのを見て不安になり、みんなのうしろに隠れようとし
た。しかし、夫は妻を見つけて家へ連れ帰った。それからは、みんなは
ひどく用心深くなり、いやなにおいがしても、もう何も言わなくなった。
官頭部分の記述から、この話の場合では狐は狐の姿のままではなく、 「美
しい女の姿」で人間の男と結婚することが分かる。しかし、その後いったん狐
の世界に戻るが、そのとき変身したのかどうかは分からない。また、夫が家に
連れ帰ったときにも、どちらの姿なのか語られてはいない。つまり、どちらでも
問題ないということである。このように、人間の姿の時に結婚する場合であっ
ても、変身そのものが畷味にしか語られてはいないのである。
また、 fv、やらしいきつねのにおしリを指摘されると、狐妻は腹を立てて、狐
の仲間のところに去ってしまうが、人間の夫は妻が狐と知りつつも連れ戻す。
妻が狐であっても問題はない。ただ、「それからは、みんなひどく用心深くなり、
いやなにおいがしても、もう何も言わなくなった」とあるように、狐を侮辱するよ
うな言動を慎みさえすればよいのである。これは、 夫だけでなく、まわりの人間
も彼の妻が狐であること自体を問題視してはおらず、狐の機嫌を損ねぬよう
協力してくれたことを意味する。人間同士が相手にたいして侮辱的な言葉
を慎むのと、何ら変わりはない。つまり、ここでも、人間と動物の聞 の区別 が
明確に意識されていないことが分かる。人間と動物を同類とする動物観 が
背景に存在している。小津はこのような動物観を「古代的一体観をひきつ
いだ」動物観と呼んでし、る。 10
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2.和人の異類婚姻護
エスキモーの動物を「同類Jと見る動物観を確認できたので、次に、和人
の動物観を見てみよう。「同類としての動物観Jに近い動物観が認められる
異類婚姻謂として小津が挙げている例話を見てし、く。
2.1.変身せず、動物のまま結婚する「猿婿入りJ
「同類としての動物観Jに近い動物観がもっとも端的に表れていると思わ
れる和人の異類婚姻謂は、例えば「猿婿入りJのように、「変身せず、異類
は異類のまま配偶者となりJ1 1うる話である。この話では、エスキモーの「かに
と結婚した女Jにおけるように、野生の動物が変身せずに動物の姿のまま人
間と結婚する。
小津は「猿婿入り・畑打ち型Jを例として挙げている。要約で紹介する。
「猿婿入り ・畑 打ち型J12 
昔、娘が三人いる爺がいた。爺が畑を打っていると、猿が一匹現れ、
三人娘の一人を嫁にくれるなら、かわりに畑仕事をしてやる、と言う。
爺は承諾し、畑仕事をまかせて家に帰るものの、娘が嫁に行ってくれ
なければ、猿に申し訳ないことになると心配する。翌朝、爺は、娘たち
に猿との約束を話し、嫁に行ってくれるように頼むが、二人の姉たち
は、「猿の女房なんぞ、誰が行くもんにゃあ。いやらししリと断る。しかし、
末娘は、「わしが思うようなものを買うてやんさりや、そりゃあ行きましょ
うJと言う。爺が、娘の頼みを聞いて、はんどう(かめ)と鏡を買いそろえ
てやると、猿が娘をもらいにやって来る。娘は猿に、荷物があるからと
言って、はんどうを背負わせ、自分は鏡をふところに入れて、連れだっ
て山へむかう。途中の川に一本橋があり、娘は橋の上から鏡を落とし、
親にもらった大事な鏡を落としたと言って泣く。猿がひろってきてやる
と言って、はんどうを降ろそうとすると、娘は、 「わしの命より大事なはん
どうじゃけえ、それをおろしてくれちゃあいけんjと言う。猿は「そんなら
負うて入ろう」と言って、水に入って行く。猿ははんどうを背負ったまま、
娘に「まだ先 Jと言われるままに先に行くと、水がだんだん深くなり、は
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んどうの中に水が入り、猿は溺れ死ぬ。娘は喜んで家へ帰り、猿が死
んだと告げると、爺も喜ぶ。
一島根県美濃郡匹見町一(概略は筆者による)
ここでは、猿は最初から最後まで動物のままである。人間の姿に変身して、
娘を嫁にくれと爺に言うわけでも、娘を迎えにくるわけでもない。爺の方も、
猿が動物であるからといって、その申し入れを拒否することはせず、畑仕事
の交換条件として娘を嫁にやると鵠暗うことなく約束する。さらに、娘が結婚
を拒んだならば、猿に申し訳ないとさえ思っている。つまり、少なくとも、爺は、
猿を人間と同じように扱い、猿は猿のまま人間の配偶者になりうる存在とし
て考えている。「仕事をしてくれるのなら、娘を嫁にやってもよい」としづ態度
には、確かに「かにと結婚した女Jの父親の態度に通じるものがある。
一方、この話の娘の態度と「かにと結婚した女」の娘のそれとには、大きな
隔たりがある。二 人の姉娘は猿との結婚など「し、やらしし、Jと言って拒む。こ
の反応は、小津によると、具類を夫にすることへの「日常的感覚からくる嫌
悪感J13が動機となっているとしづ。末娘も、結婚を承知はするものの、結局
嫁入り途中で猿を殺害し、逃げ帰る。また、嫁入りの条件として鏡とはんどう
を所望していることから、明らかに最初から猿の殺害を計画していたことが分
かる。ここには、蟹を夫として満足しているエスキモーの娘とは明らかに異な
る動物への拒否反応が見てとれる。しかし、結局嫁入りの途中で猿を殺し
てしまうとはいえ、いったんは動物としての猿を婿とすることを承知している。
また、後半の展開が異なる「猿婿入り・里帰り型Jでは、娘は猿のもとへ嫁入
りし、里帰りの途中で猿が川に落ちて死ぬので、この場合は、猿は猿のまま
人間の夫となっている。従って、和人には動物を動物のまま配偶者としうる
という観念が存在することは確かである。しかし、結局娘は動物の夫を殺害
して逃げ帰り、爺も娘の行為を責めるわけでもなく、無事を共に喜び合う。
小津が指摘するように、「猿のほうが善良で、末娘のほうが冷酷な策略家で
あるにもかかわらずJ14、猿から解放されたことを「めでたしJとして話は終わる。
ここにも、動物を配偶者とすることへの「感覚的嫌悪感J15が表れている。
このように、この話には、動物そのものと人間の婚姻が語られているという
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意味では、エスキモーの「同類としての動物観Jに近い動物観が認められる
が、動物の配偶者を殺して解放されることを「めでたしJとするという点では、
エスキモーの動物観とは異質なものがあると言わねばならない。いわば、矛
盾した動物観が共存しているのである。小津は、「猿婿入りjに見られるよう
な矛盾した動物観を反映した行動は、 fヨーロッパ人には不可解なものにみ
えるJ16と指摘しているが、このような行動は、ヨーロッパ人でなくとも合理的な
説明が困難である。
2.2.動物が人間に変身する:r娃女房J、「鶴女房 j
では、次に「同類としての動物観Jが、動物が人間の姿に変身して人間と
結婚するタイプの話に表れている例を見てみよう。このようなタイプの話を、
小津は「変身場面は語られているが、変身についての説明なしJというグ、ル
ープに入れ、例として「蛇婿入り・苧環型 J、「蛙女房」、「鶴女房Jを挙げて
いる。この中で、「蛙女房jと「鶴女房Jの場合を見てみよう。
まず、 f蛙女房jとして、小津は次の兵庫県の話を挙げている。
「妓女房J17 
ひとり者のところへ美人が来て、どうしても嫁にしてくれというので、男
はその美人を嫁にする。しばらくすると女房がいちど家へ帰りたいと言
うので、夫はそれなら帰ってこいと言うが、「どうも不思議だと思って、
女房が帰るあとを男がつけていったJ。すると池があり、「その池の中へ
女房が入っていった。じっと後ろからつけていって見ょったところが、
池の中でガアガアガアと蛙が鳴いておった。こりゃ不思議だと思うて、
その男が丘から石を投げたJ。男が先に帰宅すると、やがて女房が片
足をひきずつでもどってきた。それで夫がその足はどうしたのかときくと、
f人に石を投げられたんじゃ。石を投げられて、 こねん足がわるくなっ
たんじゃJとの返事。それで男は、「女房になろうというて来たんは、や
っぱり娃であったということJがわかり、その女をかえしてしまった。
一兵庫県三原郡三原町一
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この話でまず重要なのは、蛙から人間へ、人聞から蛙へ、そしてまた蛙か
ら人間への変身が起こっていることは確かだが、それについての説明が一切
ないことである。ヨーロッパの具類婚姻諌のような魔法によるわけでもなく、何
らかの神的な力が働いているわけでもない。小樽は「蛙女房」を「変身場面
は語られているが、変身についての説明なしJというグループに分類している
が、この話の蛙はエスキモーの「かにの妻になった女Jの場合のように、変身
場面さえ語られず、いつのまにか変身している。この点では、「生き物はみな
人間の姿と形になることができる」というエスキモーと同様の動物観を認める
ことができる。自由自在に人間の姿になる動物は、もはや「異類」とし、うより、
「同類Jに近い存在である。
しかし、ここでもエスキモーの民話と異なる点がある。「猿婿入りJに表れて
いた具類の配偶者に対する嫌悪感を動機とする拒否反応が、やはりここで
も見られる。猿の夫は人間の套に殺されたが、「蛙女房」では女房が実は蛙
であったと分かった時点で、殺されはしないものの追放される。この話でも動
物側には何ら落ち度はない。それにもかかわらず、正体が露見すると、ただ
ちに追放される。妻が実は動物であったとしづ以外に何ら理由はない。やは
りI感覚的嫌悪感」による拒否反応である。
概して、異類婿は殺され、異類女房は追放されるとしづ話の展開になる。
この違いは興味深い考察の対象ではあるが、ここではこれ以上立ち入らな
い。いずれにしても、これらの話では、動物を配偶者にすることに対しての強
い拒否が語られる。エスキモーの「人間の妻になったきつねJと比較すると、
違いがよく分かる。美しい萎が実はキツネと知れでも、人間の夫は拒否する
どころか、正体を暴露されて怒って去ってしまった妻を捜しに出かけ、結局
連れ帰って再び夫婦として暮らす。人間側の態度がまったく異なっている。
ところが、和人の異類婚姻諦には、例えば、「鶴女房 J、「狐女房Jのよう
に、人間側に具類の配偶者に対する嫌悪感や拒否反応はないが、異類の
配偶者が正体を知られてしまうと、自ら去ってしまうとしづ場合もある。この話
型についても小津は言及している。例として「鶴女房Jを見てみよう。
「鶴女房 jには、「男IJ離型」と「謎解き型」あるが、 一般に普及しているのは
「別離型 Jの方である。あまりにも有名であるが、例話を挙げておく。小津の
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挙げている例話は長いので、短いものを挙げる。
「鶴女房・別離型J18 
貧乏な若者が回打ちをしていると、背中に矢のささった鶴がし、る。矢
を抜いてやるとうれしげに飛んで行く。二、三日後の夕方、美しい女
が来て宿を乞う。二、三日たつと嫁にしてくれと言って、そのまま居っ
し銭儲けをするからと六尺図面の機場を作らせ、決してのぞくなと言
って美しい布を織りあげる。若者は女房に言われたとおり、天朝様に
千両で売る。欲が出てもう一反織らせる。途中好奇心にかられ機屋
をのぞくと、鶴が自分の毛を抜いて織っている。若者に気づくと姿を
見られたらもういられないと言って、飛んでいく。
一新潟県両津市一
ここでもまた、変身について何も説明されていない。魔法の力であるとも神
の力であるともされていない。「飛んでいくJという語りで、鶴になって去ったこ
とがわかるが、どのようにして変身が起こったのか分からない。ごく自然に鶴
は人間の姿になったり、鶴の姿になったりするものとして語られている。ここに
表れているのも、「蛙女房」同様、エキスキモーの動物観に近い動物観である。
「蛙女房」と異なるのは、「鶴女房Jには、人間側に動物の配偶者に対す
る嫌悪感や拒否反応が見られないことである。人間に正体を知られると、動
物は追放されるわけではなく、自ら去る。この動物の退去と動物の追放とは、
結末としては異なるが、動物の正体が露見すると、婚姻関係が破綻すると
いう点では同じであることには留意しなければならない。この点で、エスキモー
の異類婚姻諦とはやはり異質である。さらに言えば、和人の異類婚姻曹で
は、動物と人間の婚姻は、「田螺息子 Jのような例外を除いて、ほとんどの
場合が成就しない。いったん婚姻が成立したとしても、破綻してしまう。異類
の殺害、追放、退去のいずれかで、婚姻は破綻する。婚姻成就認はきわめ
て少ないのが特徴である。一方で、エスキモーに近い動物観を持ちながら、
やはり動物と人間の聞には超えがたい一線が存在するのである。
以上、エスキモーの動物観を確認したうえで、小j撃の論に沿って和人の
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具類婚姻諌を見てきた。最後に、アイヌの異類婚姻需を検討しよう。
3.アイヌの異類婚姻謂
アイヌの具類婚姻謂で、「猿婿入りJに対応する話はあるのだろうか。興
味深いことに、アイヌの場合には筆者の知る限り存在しない。アイヌの場合
には、動物と人間が婚姻関係を結ぶ場合、必ず、動物が人間の姿に変身
する。動物が動物のまま人間と婚姻することはできない、とアイヌは考えてい
るのであろう。この点だけを見れば、和人の動物観の方がエスキモーの動物
観に近いように思える。しかし、すでに見たように、「猿婿入りJには動物の配
偶者に対する強い嫌悪感があり、それは動物の殺害として表れていた。簡
単には結論づけられない。
3.1 動物が去る:rかっこう女房 j
アイヌの異類婚姻語にも、「鶴女房Jのように、鳥が人間に変身して人間
の妻になる話があるので、まず、この話を検討してみよう。日高地方に伝承さ
れる「かっこう女房Jの梗概が、『日本昔話通観』に載せられている。
「かっこう女房J19 
私は一人暮らしのオタスッ村の若者である。ある臼何かに怒ったよう
な女が泣きながらやってきて、いっしょに暮らしはじめる。女は食事のし
たくをしたりしてくれていたが、 「一人暮らしのあなたに炊事をしてたべさ
せようと思って来たので、妻になるJと言う。そんなわけで、夫婦になって
暮らすうちに子供が二人生まれる。
ある日妻は火をみつめていたが、「私は天の固から来たかっこう鳥の
神だ。あなたが一人さびしく暮らしているのを見て哀れになり、人間の
姿になってここに来た。天国へ帰ることになったので、子供を一人置い
ていくJと言 い、火の神に礼拝してから女の子を連れて外に出る。祭壇
のところで体をどうにかすると、 二人ともかっこう鳥の姿になって飛んでい
く。私は神を拝み、何度も頭を下げるが、あまりのことに二 、三日は起き
られない。それでも、あとに残された男の子のことを思って起き上がり、
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猟をして暮らしている。
一北海道日 高・様似郡様似町岡田一
この梗概では変身場面の言及があり、「体をどうにかすると、二人ともかっ
こう鳥の姿になって飛んでいく」となっている。本来の語りがどのようなものか
は分からないが、おそらく大きな違いはないであろう。また、これと似た話で、
郭公が人間の娘を見初めて夫婦になり、やがて妻を残して天に帰るという
筋書きの神謡「天にかえった夫Jがあるが、その中の変身場面も、「身ぶるい
するような音がして/夫は大きな鳥になり/窓から/出ましたのでJ20と語ら
れる。鳥以外の動物の変身場面も違いはないようである。例えば、熊の変
身場面を見てみよう。
-・・ある日のこと、村の山手の沢で岸に魚を上げていると、何かが沢
を下りて来る音がする。こわくなったので倒れた桂の木の根本に隠れ
ていると、光り輝くような毛並みの大きなクマがゆっくり下りてきて、黒
い小袖を着た立派な男の人に姿を変えた。 21
アイヌの民話においても、魔法等の力の介在なしに、動物は自然に変身
するものとして諮られていると考えてよいだろう。
ここで、留意しておかなければならないのは、この郭公は自分のことを「天
の固から来たかっこう鳥の神だJと語ってはいるが、何らかの特別な神の化
身であるというわけではないことである。アイヌの自然観では、森羅万象に
「魂 」が宿 っているとされ、それを擬人化してとらえたものが「神 Jすなわち「カ
ムイJである。そして神(カムイ)は、神(カムイ)の世界では、人間と同じ姿形
をしており、人間界を訪れるときに、各々の 自然界での姿になると考えられて
いる。鳥 なら羽毛、熊なら毛皮、火なら炎の衣装をつけて自然界の生物や
現象として現れるのである。 22 動植物のすべてがそれぞれ、 ー羽の雀、 一
匹の狐、一頭の蝶、 一本の木がそれぞれ神(カムイ)である。この話の郭公
鳥も特別な存在とし、うわけではなく、ただの野生の烏なのである。したがって、
特別な神的力によるわけではなく、自然のこととして人間に変身する。この
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点で、「かにと結婚した女Jの蟹と同じであり、エスキモ一同様に狩猟民族で
あるアイヌも、「生き物はみな人間の姿と形になることができるJとしづ動物観
を共有していると言える。
しかし、郭公妻は、和人の「鶴女房」の鶴のように去ってしまう。「かにと結
婚した女 jの蟹のように人間の配偶者と楽しく結婚生活を続けることはでき
ない。郭公妻はなぜ去らねばならないのだろうか。鶴女房のように正体が知
れてしまったからだろうか。自ら人間ではなく、郭公鳥であることを告げている
ことから、正体を知られたからではないことは明らかである。人間側も実は鳥
であったと知っても、委に留まってほしいと願っていることは、妻に去られた悲
しみの様子から推察できる。先に変身場面を引用した熊の話においても、
人間の娘の目の前で熊から人間に変身し、その後その娘は熊と結婚する。
つまり正体を知った上で、婚姻関係を結ぶのである。アイヌの具類婚姻謂
においては、相手が動物であることが、また相手が動物であることが露見す
ることが、ただちに婚姻を妨げるものとはならない。
では、郭公妻はなぜ去ってしまうのか。去る理由は「天国へ帰ることになっ
たのでJとだけ語られている。天国とは本来鳥の神(カムイ)が住む世界のこ
とである。神(カムイ)の世界は、神(カムイ)の種類によって異なり、鳥の場
合は天空にあるとされている。熊ならば山の奥にある。鯨ならば海の沖である。
なぜこの本来の世界に帰ることになったのかに関しては、先に言及した「天
に帰った夫 Jが再び手掛かりを与えてくれる。「天に帰った夫Jでは、天にい
る郭公神(カムイ)の兄の使いが迎えに来て、天に帰らなければ、本人と地
上の人間の村に罰が下ると脅したために、享1公の夫は天に帰ることになるの
である。この神謡から、神(カムイ)が人間界で人間と結婚生活を続けること
が、神(カムイ)の問では必ずしも許されていないことが分かる。つまり動物 と
人間の婚姻を動物側が歓迎していないという考え方が覗える。これは、和
人の異類婚姻謂にも、エスキモーの異類婚姻諦にも見られない特徴である。
この動物と人間の婚姻を動物の側が認めていないということは、他の話で
も確認できる。例えば、萱野茂採録の「恋路のじゃまJでは、白狐の兄妹の
うち、兄が人間の娘に恋をし、人間に変身して娘と結婚しようとするのを、妹
が阻止する。邪魔をしたのが妹だと知った兄が、妹を殴らんばかりに怒ると、
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妹の白弧は次のように言って兄を窺める。
神は神同士で結婚し、人間は人間同士で結婚するのが当たり前な
のに、神のくせに人間の娘に恋をするとは。もしそれが、ほかの神々に
知れたらどうなります。罰を受けることを未然に防いであげた、そんな
私にお礼もいわないとは。 23
この白弧の言葉から、動物(カムイ)の問で、人間との婚姻は望ましくない
こと、むしろ、罰に値することとされていることが分かる。
そして、この動物(カムイ)は動物同土、人間は人間同士で結婚するのが
当たり前 、動物が人間と結婚するのは罰に値するというのは、動物の側だけ
で了解されているわけではないようである。「動物は動物同士で結婚するも
のJは人間側にも了解されている原則である。このことは、動物が強引な手
段で人間と結婚しようとするのを人聞が阻止する話に、認めることができる。こ
のような話を次に見てみよう。
3.2. 動物を殺害する:iひとつぶのサッチポロJ
アイヌの民話には、性質の悪い動物(カムイ)も多く登場する。例えば、気
に入った相手の許嫁に化けて結婚しようとしたり、相手を殺して魂を取り、
神(カムイ)の国へ連れ去って結婚しようとしたりするものがいる。萱野採録の
「ひとつぶのサッチポロJでは、狐が許嫁に化けて人間の若者に近づき、人
聞によって殺害されてしまう話である。概略で紹介する。
「ひとつぶのサッチポロJ24 
私は石狩川の中ほどに住む娘で、山菜を採って年とった父母を養
っていた。ある春の日、母に泣きながら「私たちも年とっていつ死ぬか
わからない。早くお婿さんをつれてきてくれJと言われ、仕方なく川の
上流に住むとしづ許嫁のところへ出かけてし、く。太い流木があるところ
にくると、その上に、口が耳まで裂け、眼のつり上がった若い女が座っ
ている。女が、「あなたをお迎えにきました」と言って、私の手を取り、
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流木に腰かけさせ、「しらみを取ってあげましょうJと言いながら頭に手
をかけると、私は急に眠気がさして、眠ってしまう。気がつくと、女が私
の着物を着て、私の包みを背負い、顔まで私そっくりになって歩いで
し、く。私は女が脱ぎ捨てていった汚い着物を着て後を追う。しばらく
行くと、女が一軒の家で、案内を乞い、招き入れられたので、私もあと
について入る。家の中にいた老人は、女にだけに礼拝し、女は私に
「許嫁に会いに来たのに、じゃまするなJと大声でどなる。一二人の若者
が狩りから帰ってきて、私たち二人に礼拝する。私のまF嫁らしい弟の
ほうの若者がいぶかしげな顔で私たちを見ていると、女はさらにひどい
悪口を私に言 う。老人はfどちらが本物の嫁なのか見分けがつかな
いJと言う。弟のほうの若者がサッチポロ(干した筋子)を椀に入れて
すすめるので、私は父に教えられたように、一粒ずつ口にいれてゆっ
くり噛む。女は、手のひらいっぱいにサッチポロをつかんで、口いっぱ
いに入れて食べている。噛んでいるとは筋子が歯に粘りっき、口いっ
ぱいになって呑み込むこともできなくなり、女は両手を口に押しこんで
もがいているうちに、尻尾を出してしまう。若者たちは女になぐりかかり、
老人が「火の神の自の前で、人や神を化かすことができると思うのかJ
と言って、太い火箸で殴ると、女は毛のすり切れてやせた狐になる。
家の中をすばやく逃げ回るが、とうとうっかまり、みなで殴りつけると息
の恨が止まる。老人が死体をごみ捨て場に捨てる。
私がわけを話すと、みな喜び、弟のほうが私の婿になることに決まり、
私は男の作った肉や魚を食べて泊まる。その夜、女が夢に現れてあ
やまり、 「お嫁になりたくて、お前に化けて待っていたが、こんなありさま
になってしまった。私は石原を守るために天国から降ろされた狐の女
神だった。このままごみといっしょに私を捨てては、おまえたちのために
ならない。イナウと泊を供えて神の国へ送ってくれれば、一生守って
あげようJと言う。みなも同じ夢を見たので、次の朝、「神は神同士で
結婚して、はじめて神だ。これからはあのようなことがないように」と言い
ながら、狐を神の国へ送る。その夜、また夢に狐の女神が現れ、 「神
の仲間入りをすることができました。お礼に、あなたを一生 まもりますJ
53 
高島葉子
と言う。私は夫になる若者と家に帰り、豊かに暮らして大勢の子供に
も恵まれた。だから今いるアイヌよ、サッチポロを食べるときは、 一粒ず
つ食べなさい、と一人の老婆が語った。
一北海道胆振 ・沙流)1平取町二風谷一(概略は筆者による)
この話では、人間と結婚しようとした狐が人間に殺害されてしまう。この点
だけを見れば、和人の「猿婿入り・畑打ち型 Jの場合と閉じである。しかし、
動物を殺す理由と意味には違いがある。「猿婿入りJの場合はすでに述べ
たように、殺害の理由は、動物を配偶者にすることへの感覚的嫌悪感であ
る。そしてその意味は動物との婚姻からの解放である。この嫌悪感は、「蛙
女房 Jにおいては、殺害には及ばないにしても、夫が池に石を投げるという
行為に現れている。動物の配偶者からの解放は追放とし、う行為によって達
成される。小津の言葉を借りれば、「ごく日常的な、動物との結婚なんてい
やらしいとしづ感覚 J25が、猿の殺害の動機である。アイヌのこの話では、この
ようなI日常的な嫌悪感Jが殺害の動機ではない。
I猿婿入り」では、猿は爺との約束を果たしてもらおうとしただけであり、善
良で、その行為に落ち度はない。殺害者の娘には、「猿の夫など嫌だJとい
う意外に理由はないうえ、策略によって猿を殺す。ところが、「ひとつぶのサッ
チポロJでは、狐のほうが策絡によって善良な人間の娘を陥れ、娘の許嫁と
家族を踊そうとする。非難されるべきは狐であることは明らかである。しかも、
「動物(カムイ)は動物同士で結婚するものJとしづ原則が、動物(カムイ)と
人間双方によって了解されている。したがって、狐の殺害には、策略によっ
て原則を破ろうとしたけしからぬ行為に対する怒りが動機であり、その意味
はいわば捻破りにたいする罰である。
アイヌの民話においては、この話のように婚姻が成立する前に阻止され、
原則破りの動物が殺害される、あるいは、殺害はされないが追放されるとい
う筋書きの話は多く伝承されている。また、結婚成立後に配偶者が動物で
あることが発覚し、追放または殺害されるとしづ場合も無論ある。いずれにせ
よ、人間側の反応は常に怒りによるものである。
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3.3.異類としての動物
二つの異なる話型の話を検討してきた結果、次のことが言えるだろう。「か
っこう女房 jにように動物が去る場合も、「ひとつぶのサッチポロjのように動
物が殺害される場合も、表面的には異なる結末ではあるが、いずれの場合
にもその背景には「動物は動物同土、人間は人間同土で結婚するものJと
しづ原則が存在している。これは、エスキモーの動物観とはやはり異なったも
のと言わねばならない。結婚可能なほど近しい存在同士ではある-が、人間と
動物(カムイ)とは、やはり異なる存在つまり 「異類Jであると考えられているの
である。動物が変身せずに、動物のまま人間と結婚することはできず、必ず
人間の姿になって結婚するということが、この「異類J意識を反映していると
考えられる。
この「異類J意識は、和人の場合にも存在していた。すでに指摘したように、
動物との婚姻が、動物の殺害や追放、あるいは動物自身の退去とし、う形で
破綻することに表れていた。しかし、和人の場合には、この「異類」意識はア
イヌの場合とは異なり、矛盾した表れ方をしている。婚姻破綻とし、う結末をも
つことでは、「鶴女房Jと「猿婿入り」は同じである。しかし、鶴女房は動物で
あることが知られると、人聞が嫌悪を示すわけではないにもかかわらず、自ら
去る。一方、猿の夫は、動物のまま配偶者になりうるにもかかわらず、動物を
配偶者とすることへの感覚的嫌悪感のために、人間によって殺害される。こ
の二話に表れている「異類Jとしての動物観を合理的に説明することは困難
である。
一方、アイヌの民話に表れた「具類Jとしての動物観は、一貫した原則に
基づいた合理的なものである。動物(カムイ)も人間も「動物は動物同士で
結婚するもの」としづ原則に基づいて判断し、行動している。原則を破り、理
不尽な万法で人間と結婚しようとする動物を、人間は許さず、殺害する。こ
の行動は決して感覚的な動機によるものではないし、矛盾した行動でもない。
動物(カムイ)が仲間の理解と許しを得られず、人間の配偶者のもとを去る
のも、この原則ゆえである。
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3.4.アイヌの婚姻成就謂
和人の具類婚姻諦の場合には、動物と人間の婚姻が成就する話はごく
少数であることはすでに述べた。アイヌの場合には、動物と人間の婚姻が破
綻する、あるいは阻止される話も多いが、成就する話もかなり多い。「動物は
動物同士で結婚するものJとし、う原則の存在にもかかわらず、どのようにして
婚姻は成就可能になるのであろうか。最後にアイヌの婚姻成就型の例話を
検討しよう。次に挙げるのは、白狼が両親の許しを得て人間の妻になる話
である。やはり萱野の採録話で、原文は長いので、概略で紹介する。
「白狼が人間の妻になったJ26 
私(自狼の娘)を育てている若者(アイヌ)はあまり裕福とは思えなかっ
たが、私を大切にしてくれるので、私は人間になって世話をしたいと思
っていた。ある日、煮炊きをしたいと思って、手桶をくわえて川へ水汲み
に行くと、流されてしまう。中州になんとかはい上がり、ぐったりしていると、
神の来る音がして、私の体の上で何かが爆発するような音がする。気が
つくと私は美しい人間の娘の姿になっており、そばに白雌犬の抜け殻
がある。私は喜んで家に帰って炊事をしていると、猟から帰った若者が
驚き、私の話を聞くと、「以 前 、猟に行くときれいな雌狼がお前を置い
ていったので、神の授けものだと思って育てると、それ以来暮らしが豊
かになった。お前の心を知った両親が人間にしたのだろうJと言って、
抜け殻を祭壇で神の国に送る。
それ以来、私は食事の世話をして暮らしたが、ある夜夢に女神が現
れて、「お前の父は、狼神だ。この家の父と若者がいつも狼神を祭って
くれていたが、悪疫で父の方が死に、ひとり残った若者を哀れに思って
いたが、お前の父の言いつけでお前を連れて降りた。お前は若者の猟
の手伝いをするはずだったが、人間になりたがったので、人間にした。
結婚しなさい。けれど、いつまでも、人間界にいるのも悪し、から、 二人の
問に大勢の子供が生まれたら、神の国へ来て、私のところで暮らしなさ
い。この人間の若者は、また新しく妻を持ち、子供を二 、三人持ってか
ら神の国へ呼んで、お前といっしょに暮らさせるようにしましょうjと言う。
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若者も閉じ夢を見ており、「人間である私が、神の女と結婚するのも、
おそれ多いことだけれども、神がそのように思し召すなら、慎んでそうしま
しょうJと言うので、私たちは夫婦になる。
やがて男の子と女の子が二人ずつ生まれる。子供たちも大きくなった
ある日、私は念、に病気になる。私は「神の国に行く前触れなので、 一
番小さい娘の手を引かせて行くJと、夫に言って死んだ。その後、夫は
人間の女と再婚したが、子供が生まれてから、早くこの世を去る。神は
いつまでも人間の仲間になっていないものだ。
-北海道胆振 ・沙流川平取町二風谷 (概略は筆者による)
この話で留意すべきは、白狼の母神(カムイ)の提案である。まず、娘に
人間との結婚を許しながらも、いつまでも人間界にいるのは良くないと言って
いる。これは、すでに述べたとおり、動物(カムイ)の間で人間との結婚が認
められていないためだからである。この話のように例外的に認める場合でも、
長い間人間界に留まることは許されない。それゆえ、白狼である妻は子供が
何人か生まれた後に神(カムイ)の国へ戻り、人間の夫とは、再婚相手の女
との問に子供ができてから、神(カムイ)の国へ呼び寄せてもう一度結婚する、
という二重の婚姻が提案されている。神(カムイ)の国へ行くとは、つまり死ん
で「魂 jとなることを意味する。したがって、動物と人間の婚姻は、死後に
「魂Jとなってしか成就しえないということである。つまり、現世的意味では事
実上婚姻は成就しないと言える。
実は、アイヌの婚姻成就詩は、この人間界と神(カムイ)界で二重に結婚
するという展開になるものが大部分である。これはエスキモーの異類婚姻諦
にも、和人の異類婚姻謂にもなく、アイヌ特有の話型である。エスキモーの
「かにと結婚した女Jのように人間界で最初から最後まで暮らす話や、「人
間の妻になったきつね」のように、いったん動物界(アイヌの場合はカムイ界
に当たる)に妻が去った後、再び人間界で暮らすようになる話がまったく存
在しないわけではないが、少数であり、 二重婚型の話の変形あるいは一部
脱落と考えるほうが妥当であろう。つまり、アイヌの人と動物の婚姻成就諌
は、現世では成就しない制限付きのものが大部分なのである。この意味で
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は、和人の異類婚姻諌に近いと言える。完全な成就謹はエスキモーのもの
だけということになる。
このように二重婚というアイヌ特有の婚姻形態は、本来は禁じられている
人と動物の婚姻を可能にする抜け道的妥協策となっている。しかし、すでに
見たように、二重婚の二度目の結婚は死後魂になってからの結婚であり、
現世的には無意味なものである。それゆえ、そのことを人間と動物の双方が
了解し合った上でしか成り立たない。この例話では、白狼の母神から娘との
二重の結婚を提案され、これに人間の若者は、「人間である私が、神の女と、
結婚するのも、おそれ多いことだけれど、神がそのように思し召すなら、慎ん
でそうしましょうJと答えている。横恋慕や殺して魂を奪うなどの強引な方法
を動物(カムイ)がとる場合には、すでに見たように、人間側も強い態度で応
じる。しかし、この話のように誠意ある態度で結婚の提案された場合には、
慎んで受け入れている。子供を残して早死にすること、神(カムイ)界は普通
人聞が死後に行くとされているあの世とは異なる世界なので、親兄弟や祖
先と死後暮らせないことなど、二重の婚姻は人間にとって犠牲を伴う婚姻
である。このため二重婚型の話では、このことにたいして常に動物(カムイ)に
よる配慮、が語られる。この話でも、母白狼は子供の心配がないように新しい
妻を要せると約束している。子供が結婚してから、孫が生まれてから呼び寄
せると約束する話もある。このような配慮、が示されることによって、人間も慎ん
で婚姻関係を結ぶことができるのである。 一方、動物にとっても人間との婚
姻はリスクを伴うものである。仲間や親の理解と許しがなければ罰を受けるこ
とになる。この話の場合は、白狼の娘の一途な思いを両親が哀れに思い若
者との結婚を認めたということになっている。若者も、このような娘と娘の両親
の気持を知って、上記の犠牲を承知で婚姻関係を結ぶのである。人間と動
物(カムイ)が互いの立場を理解し合う態度がなければ、二重婚は成り立た
ないことがわかる。
このように見てくると、アイヌの異類婚姻調における人間と動物の関係は、
同類同士の関係ではなく、むしろ住む世界の異なる異類同士という限界を
認識したうえで、それを乗り越えようと互いに歩みよる関係であると言わねば
ならない。配偶者としての役割さえ果たしていれば婚姻を認められる、 同類
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同士の結婚に等しいエスキモーの場合とも、動物であるという理由だけで、
殺害され、追放され、自ら去らねばならない和人の場合とも異なる。異類同
士ではあるものの、上記の若者と白狼との場合のように、互いの立場を理解
し合い謙り合った結果として、婚姻関係が成就可能になるのである。
終わりに
以上、アイヌの具類婚姻謂の特徴を、エスキモーと和人のものと比較して
考察した。最後に、エスキモーと和人の具類婚姻諦との共通性と相違性を
整理して結論とする。
エスキモーの具類婚姻謂には、小海の指摘する「人と動物は同類であ
るjとしづ観念、が一貫して存在している。動物はごく自然なこととして人間の
姿と動物の姿を行き来し、動物と人間の婚姻は、同類婚のごとく行われ、
語られる。この動物観が和人の動物観に含まれていることは、小津の指摘
する通りである。そしてアイヌの場合にも、動物が魔法や特別な神的カを介
さず人間に変身し、その自然さにやはりこの動物観を認めることができる。し
かし、動物が動物の姿のまま人 間の配偶者になることはなく、エスキモーや
和人の場合と異なる。この点では、和人の動物観の方がエスキモーの動物
観に近いと言える。
不1人の民話には小海の指摘にあるように、この「同類としての動物観Jと
は矛盾する動物観も表れている。それは、「猿婿入りJや「雄女房」に見られ
る動物を配偶者とすることへの強い感覚的嫌悪感と、「鶴女房Jに見られる、
嫌悪感を含まない動物を具類とみる意識である。
アイヌの巣類婚姻諦にも、同じ狩猟民であるエスキモーとは異なる動物
観が存在する。むしろ和 人の動物観に近い、動物を具.類とみる意識が認め
られる。それは、「動物(カムイ)は動物同士で、人間は人間同士で結婚す
るものJとしづ原則として表れている。この原則は、動物が動物の姿のまま人
間と婚姻関係を結ばないことに反映されているだろう。また、動物が人間界
を去るのも、人間が動物を殺害するのも、この原則に従った結果である。
しかし、この動物にたいする異類意識の表れ方は、和人の民話とアイヌの
民話では大きく異なっている。和人の民話では、具類，意識はきわめて感覚
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的な嫌悪感として表れるうえ、同類意識と矛盾したまま共存しており、その
ため人間の行動を合理的に説明することが不可能になっている。アイヌの
民話においては、動物が自然に人間に変身するという点にのみ、動物を同
類とみる動物観が表れ、それ以外の面では、単なる嫌悪感ではなく、『動物
は動物と結婚するものJという原貝IJとして異類意識が働いている。同類として
の限界線がはっきり意識されているため、和人の場合のようには、同類意識
と異類意識が矛盾した形では表れない。人間の行動も動物の行動も原則
に従っており、感覚的ではなく、合理的な説明が可能である。
また、具類意識が婚姻を破綻させるだけでなく、二重婚というアイヌ特有
の異類婚の形式を生み出していることも、和人との相違点である。和人の
具類婚姻諦は異類意識のゆえに、そのほとんどが破綻型であるが、アイヌの
場合には、現役と死後の動物(カムイ)の世界で二度結婚する二重婚とい
う方法での婚姻成就謂が豊富にある。「動物は動物同士で、人聞は人間
同士で結婚するものjとし、う原則ゆえに、現世での人と動物の結婚には限
界がある。その限界を超える方策として二重婚が諮られている。そしてこの
二重婚の成立のためには、人間と動物が互いの立場を理解し合う姿勢が
必要とされる。このような人と動物の関係が語られる婚姻諦と、ほとんどが動
物の追欣、殺害、退去という形で終わる和人の異類婚姻諌とには大きな違
いがある。異類意識の表れ方にも違いがあるが、異類としての限界を超えよ
うとする意志と努力の有無に、その違いはいっそう顕著である。
このような違いはどこからくるのだろうか。狩猟中心、農耕中心とし、う生業
の違いに関連することは無論であろうが、生業形態に基づく社会組織の違
い、さらには信仰形態や価値観の違いとも関連するであろう。今後は、こうし
た背景を視野に入れて考察する必要がある。いずれにせよ、異類婚姻諌に
見られる動物観の違いが、両民族の自然観、世界観の違いの一端を表し
ていることは確かである。
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